
 

 

自己紹介 

一これまで及びこれからについて－ 

 

機器分析部門 ○石原れい子 

 

 

１． はじめに 

平成 30 年 4 月より、群馬大学理工系技術部機器分析部門でお世話になっております石原

れい子と申します。昨年度までは学生としてお世話になっておりました。本発表ではこれ

までの経歴及びこれからの展望について私自身のことを紹介していきたいと思います。    

 

２． 自己紹介 

(1) 経歴等 

出身は群馬県伊勢崎市で、大学、大学院ともに群馬大学を

卒業しました。学生時代は折り紙サークルに所属し、桐生支部

の立ち上げに参加しました。趣味は映画鑑賞で、学生の時から

ボランティアとしてエキストラに参加しています。強みは一度

決めた目標を諦めずに最後までやりきることができる点です。

学生の時は卒業単位に関係なく講義を履修し、そのすべての単

位を取得しました。 

 

(2) 学生時代の研究 

学部 4 年から修士 2 年までの 3 年間分析学研究室に所属し、

環境水中の微量元素の分析法の開発、そのための前処理装置の

開発をテーマに研究を行ってきました。その成果は国際学会で

1 回、国内学会で 3 回発表し、その内の 1 回で若手講演優秀賞

をいただきました。 

 

(3) 現在の業務 

 現在は安全衛生委員として研究室の巡視を行っています。正式ではないものの、IASOR6

システムの管理業務、作業環境測定業務にも参加させていただいております。化学系技術

職員としては学生時代の経験を活かし、機器分析センターの HPLC 及び MS/MS の管理・技

術支援を行っています。また、環境創生理工学科の支援業務として就職支援、学生実験補

助も行っています。 

 

３． 今後の展望 

 今後は現在の業務により深く関わっていきたいと考えております。そのために、業務に

関係する様々な資格の取得を目指していきます。私自身が技術職員として群馬大学に貢献

できるよう、考えつつ積極的に行動してきたいと考えております。 
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